
いよいよ２学期です。 いろいろな行事があります。
みんなで工夫して有意義な２学期にしましょう！

いよいよ２学期がスタートします。子供たちは、短いけれど有意義な時間を過ごせたでしょ
うか。まだまだコロナウイルス感染症は終息していません。２学期も予防に向けた制約の中で
教育活動を行っていくことになります。その中でどうやって有意義なものにしていくか子供た
ちといっしょに考えていきたいと思います。よろしくお願いいたします。
さて、前回の学校だよりで、子供たちに終業式で話した事をお伝えしました。自分で決めた

毎日３０分の頑張りができたでしょうか。
これは、何をするかよりも、決めたことを毎日続けられたかどうかが大切です。子供の頑張

る力を、そして大人になってからの頑張る力を付けることにつながります。これがないと、い
ざ試験、いざ競技等の大会、いざ仕事でのプレゼンとなったとき、その準備に向けた頑張りが
できません。以前担任した子供たちが、同窓会で「資格試験のための勉強をしようと思うけど
机に座って勉強することが続けられない」とつぶやいているのを聞きます。
頑張れる力を持っている人は、どんな仕事についてもさらに成長できる力を持った人に違い

ありません。そんな大人になってほしいと願っています。
２学期の始業式で子供たちに話したことを紹介します。よろしくお願いいたします。

おはようございます。
さて、いよいよ今日から、２学期がスタートしました。今日ここにみんなの元気な笑顔を見ることができたことを大変嬉

しく思います。
この１２日間という短い夏休み期間中でしたが、終業式の日に皆さんに伝えた、夏休みにしかできないチャレンジはでき

ましたか。本を読んだ人、理科の自由研究を頑張った人、絵を描いた人、毎日ランニングを頑張った人など、チャレンジし
てくれた人がいると思います。その人たちは、きっと一回り大きく成長したと思います。本当によく頑張ったね。

２学期を迎えるに当たり、皆さんに２つのことに取り組んでほしいと思います。
１つは、「自分から相手の顔を見てあいさつが自然にできるようになろう」です。今日の朝はどうでしたか。１

２日前に話したことができましたか。この後担任の先生にできたかどうか話をしてください。そしてできなかった人は、で
きるようになるためのアドバイスを担任の先生からもらってください。
２つ目は、「冷蔵庫大作戦」です。
それは、１学期の終業式に、夏休みに毎日チャレンジすることを決めて取り組んでみようとお願いしたと思います。でも、

なかなか難しかったと思います。
そこで、２学期には何か一つ、いつもの勉強、いつもの練習以外に、プラス１５分間毎日チャレンジすることを決めてく

ださい。先生に言われたことをやってもダメです。自分で決めた事にチャレンジしてください。たとえば「漢字検定の勉強
１５分」「読書を１５分」「腕立て伏せを１５分」「ピアノの練習を１５分」などです。そして必ず毎日続けてください。言
うのは簡単ですが毎日続けることは難しいと思います。だからみんなに続けるための方法を教えます。それは「毎日１５分
間やること」を紙に大きく書いて、家のみんなが見る冷蔵庫に貼ってください。家の人、先生にやることを宣言してくださ
い。そして頑張るのです。

今、自分がしなければならないこと１つ１つのことから、目を背けないで、成長と充実を実感できる２学期にして欲しい
と思います。
過ぎた時間は二度と戻ってきません。みんながたくさんの行事がある２学期を「自分への挑戦の２学期」にしてくれるこ

とを期待して、そして、コロナ感染予防に全力で取り組むことをお願いして２学期始業式の話とします。

体育館のモップをいただきました。きれいな体育館で運動に、
集会にのぞみましょう。本当にありがとうございました。
８月２０日（木）に、体育協会理事長の松山様、町づくり協
議会会長、体育協会会長の上嵜様、双葉会会長の林田様がそれ
ぞれの会の代表として来校され、体育館用のモップを５本寄贈
いただきました。職員、児童を代表しまして心よりお礼申し上
げます。今までのモップは布製で洗濯して使用するものでした。
今回寄贈いただきましたモップは、ダスキンのレンタルモップ
で、いつでもきれいなモップで体育館を掃除することができま
す。
学校の体育や集会はもちろんですが、八千把っ子クラブの皆
さんや体育館を使用される地域の皆様にも活用していただき、
きれいな体育館で今まで以上に楽しく、はつらつとした気持ち
で体を動かしていただければと思います。
いつも学校を応援していただきます、町づくり協議会の皆様、体育協会の皆様、双葉会の皆

様、そして、八千把コミュニティーセンターの稲生様、ありがとうございます。
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